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1. ソフトコンポーネントを計画する背景 

1.1 計画する本体事業の内容 

本体事業の内容は下表のとおりである。Ngoma22サイトの谷地田上流部に貯水池を建設し、水
田及び畑地からなる農地の通年灌漑を図る事業である。計画では、丘陵地は重力灌漑部分とポン
プ灌漑部分に分かれる。水田においてはモデル的に約 2ha の区画整備を実施する。現在、サイト
には貯水池・灌漑施設はともに未整備であり、本体事業はすべて新規の整備である。 

表 1.1 計画諸元 

項目 内容 計画諸元 
0. 受益面積 ・ 丘陵地灌漑 

・ 水田灌漑 
・ 全受益面積： 
内訳 
・ 畑かん（自然流下掛かり）： 
・ 畑かん（ポンプ掛かり）： 
・ 水田： 

300ha 
 
165ha 
100ha 
35ha 

1. 貯水池お
よび調整
池 

 

1) 灌漑用貯水池 ・ 年利用可能量： 
・ 貯水池容量： 
・ 形式： 
・ 堤高： 

1,111,000m3  
960,000m3  
均一型フィル 
14.9m 

2) 調整池 ・ 調整池ヵ所数： 
・ 調整池容量： 

3 
1,950m3 

2. 灌漑施設 1) 幹線用水路および 2次用
水路（丘陵地灌漑） 

・ 幹線用水路、延長： 
内訳 
・ 開水路： 
・ パイプライン： 
 
・ 2次用水路（PVC）、延長： 

28km 
 
20km 
8km 
 
26km 

 
 

2) 分水ゲートおよび用水路
（既存水田灌漑） 

・ 分水ゲート： 
・ 用・排水路、管理用道路延長： 

12ヵ所 
3.9km 

3. 資機材 1) 太陽光パネル ・ 発電量： 45kW 
 2) 揚水ポンプ 

 
 

・ ポンプ台数： 
・ 吐出量： 
・ 揚程： 

5 
140m3/時間/台 
25m  

 3) 末端灌漑用ホース ・ ホース、ジョロ： 1式 
4. 下流水田
区画整備 

1) 分水ゲートおよび用水路 ・ 分水ゲート： 
・ 用排水路、管理用道路： 

（日）12ヵ所 
（日）3.9km 

2) 既存水田の面整備 ・ 水田の面整備 
・ 同上 

（日）2ha程度 
（ル）33ha程度 

 3) 上記のための施工機械 ・ トラクター、レーザーレベラー他 （日）各 1台 

備考：既存水田の用排水路は現存するため更新工事となる。 

 

1.2 計画地域の状況 

1.2.1 行政区分 

Ngoma22 サイトは、｢ル｣国の首都キガリから車
で約 2時間の東部県 Ngoma郡に位置する。郡はさ
らに Rurengeセクター及び Remeraセクターに分か
れ、前者は 5村落、後者は 4村落からなる。いずれ
の村落も標高 1,400m以上の丘陵地にあるため、貯
水池建設に伴う家屋の水没はない。 

Mbonwa
Village

Masyoza
Village

Urusagara
Village

Muhurire
Cell

Rujambara
Cell

Ruhuha
Village

Rugando
Village

Ndekwe Cell

Gikomero
Village

Gasebeaya
Village

Bugera  Cell

Rurenge SectorRemera Sector

Ngoma Disrtict

Eastern Province

Gitobe
Village

Nyabaganza
Village

図 1.1 プロジェクトサイトの行政区分
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Male Female Total Male Female Total

Gikomero 298 335 633 168 3.8 Nyabaganza 257 215 472 123 3.8
Rugando 551 613 1,164 294 4.0 Mbonwa 319 236 555 201 2.8
Ruuhuha 562 382 944 208 4.5 Masyoza 487 368 855 206 4.2
Total 1,411 1,330 2,741 670 4.1 Urusagaya 224 203 427 167 2.6

Total 1,287 1,022 2,309 697 3.3

Male Female Total Male Female Total

Gasebeaya 344 215 559 215 2.6 Gotobe 354 215 569 123 4.6
Source. Sector Offices in Remera and Rurenge, 2012

Ndekwe Cell

Bugera Cell

Rujambara Cell

Muhurire Cell

Population

Household
Average
Family

Member

Population

Household
Average
Family

Member
VillageVillage

Village Household
Average
Family

Member
Household

Average
Family

Member
Village

Population Population

1.2.2 人口 

関係する 9村落における人口及び世帯数を下記に示す。行政統計に基づく 1世帯当たりの平均
世帯人員は 2.6～4.6 人の範囲である。一方、ベースライン調査（204 戸）によるサイトの平均世
帯人員は 5.18人で、うち 2.54人が農業に従事している。 

表 1.2 プロジェクトサイトの人口 

 

1.2.3 道路および交通機関 

首都キガリから Ngoma郡までの幹線道路は片側 1車線の舗装道路が整備されている。幹線道路
からプロジェクトサイトへの道路は舗装されていない。また土質が粘湿土でプロジェクトサイト
まで傾斜しているため雨期には泥濘化し、車での通行は困難な状態になる。 

公共交通機関として、首都圏と地域を結ぶ路線バス（マイクロバス）のほか、地域内ではモー
ターバイクサービス・自転車タクシーサービスが見られる。 

1.2.4 電化および通信 

Remeraセクターと Kibungo間の幹線道路沿いは電化されているが、村落部では電化が遅れてい
る。ベースライン調査に基づく電化率は 20%にとどまっている。非電化の農家ではケロシンラン
プあるいはパラフィンランプが照明に使用されている。 

表 1.3 電化状況 

電化(戸) 非電化(戸) 
41 163 

20% 80% 

出典：ベースライン調査（調査団、2013年 10月） 

近年の急速な IT化は地方および村落部にも及び、携帯電話が普及してきており、首都圏から地
方および村落への通信事情は容易になってきている。主要地点にはサービスショップがあり、携
帯電話を所有する農家が増加しつつある。有線電話はむしろ普及していない。 

1.2.5 飲料水源 

ベースライン調査（204 戸）における乾期及び雨期の飲料水源は下記の通り、多くの農家が雨
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水あるいは湧水に依存していることがうかがわれる。雨期は雨水あるいは雨水と湧水の併用が圧
倒的に多く、乾期は湧水利用に水道利用が続く。 

表 1.4 水源状況 

飲料水源 雨期（戸） 乾期(戸) 
雨水＋湧水 66 0 

井戸＋湧水＋雨水 1 0 
水道＋雨水＋湧水 8 0 
水道＋湧水 0 8 
雨水 89 0 

雨水+井戸 11 0 
水道＋雨水 18 0 
水道 6 46 
井戸 1 38 

井戸＋湧水 1 13 
湧水 3 99 
計 204 204 

出典：ベースライン調査（調査団、）2013年 10月 

1.3 プロジェクトサイトの農業状況 

1) 現況土地利用 

サイトは北に Remeraセクターの Gikomero村、東に同セクターの Gitobe村、南に Rurengeセク
ターの 3 つの丘陵に囲まれている。水田から丘陵の最高部までの標高差は約 200m である。貯水
池サイト予定地点上流側の平地部では、サツマイモ、サトウキビ、ニンジン、豆類などが高畝状
の農地で灌漑条件のもと栽培されている。サツマイモ及びソルガムは主として自給的作物である。 

一方、丘陵地では豆類を中心にメイズ、ソルガム、ジャガイモ、トマトなどが平地より広範囲
に栽培され、その上部では料理バナナ、コーヒー、および多くはないが、マンゴ、アボカドが散
見される。丘陵地は水流に近い裾野部分を除いてほぼ天水栽培である。ソルガムやメイズは単作
の場合と豆類との混作が見られ、後者では限られた農地の有効利用を図っていることがうかがえ
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1.2 Ngoma 22サイトの現況土地利用（断面） 

Beans/carrot/potato/tom Beans/carrot/potato/tomato

Paddy (downstream of the projected dam site)

Sweet potato (upstream of the dam site)

Beans/carrot (upstream)

Plantain Plantain

Coffee

Maize/sorghum/cassava Maize/sorghum/cassava

Sugarcane (upstream)
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地形調査に基づく現況の作物別栽培面積は以下の通りである。大きくは稲作 35ha、畑作 240ha

である。メイズ、ソルガム、豆類が多くの面積を占める状況である。 

表 1.5 現況土地利用状況 

作物 面積(ha) 
Maize/Sorghum 136.83 

Beans 14.59 
Sorghum/Maize + beans 19.02 

Grassland 8.86 
Plantain 24.98 

Mix cropping with beans & cassava 27.72 
Forest 8.00 
Paddy  35.00 
Total 275.00 

出典：地形図調査から計測（調査団） 

2) 土地所有形態及び経営規模 

土地法（Land Law）により湿地は政府の用地である。稲作生産者組合である Kigarama Rice 

Farmers Cooperativeは政府から借地の条件で栽培している状況である。一方、丘陵地の農地は個人
所有である。 

平均的な水田の経営規模は 11.7 アール/戸である。また hillside のそれは 34 アール/戸で、これ
らの経営規模は「ル」国の平均経営規模 76 アール/戸を大きく下回っている。また、農業で生計
を営む限界とされる 0.5ha (=50アール)/戸（「ル」国農村における借地契約の地域差、武内進一）
をも下回り、生計の厳しさをうかがわせる。 

3) 作付形態 

平地水田では水稲の 2期作が行われている。畑では傾斜
面に豆類がメイズやコーヒー、料理バナナなどと混作され、
狭い農地の有効利用が図られている。トマトやキャベツは
年間 3作可能である。トマトは支柱も畝立ても、一定の植
栽間隔を保つこともなく栽培されており、粗放的な栽培技
術である。 

自然流下の水が利用できる平地部の畑は高畝状態で、小
規模の畑の間を水路が流れ灌漑している。丘陵地ではまだテラスは形成されず、畑は傾斜地に広
がっている。一定の間隔で植えられているのは低地では水稲、傾斜地ではコーヒー・バナナくら
いで、豆類、メイズ、トマトその他野菜も多くは散播形式である。 

4) 農作業 

農作業は通常朝 7時から午後 1時頃まで行われる。農地周辺に家屋はほとんどなく、多くの農
家は毎日通作する形態である。作業は農地の耕起から収穫まですべて人力作業で行われ、男女が
クワを使用して農作業に従事している。牛は牛乳生産が目的で家屋の敷地内で飼われていること
が多く、農作業・運搬に使われることはない。 

籾の脱穀作業は人力による打穀である。脱穀後の籾はコンクリート張りの乾燥場で天日乾燥さ
れる。Kigarama Rice Farmers Cooperativeには乾燥場のほか、唐箕（winnower）や脱穀機、メンバー
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から集荷した籾を貯蔵する倉庫がない。野菜類の灌漑はジェリカン（25 lit容器）やジョロが使用
されている。水田は重力灌漑である。バナナ、コーヒー、キャッサバなどは天水依存である。マ
ルチングはソルガム茎などの作物残渣あるいは野草を利用してある程度行われている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
5) 農家の生計状況 

サンプル農家 204戸の世帯当たり平均年間所得は Rwf 308,696/戸/年（約 46,300円）と算定され
た。内訳は、作物所得 Rwf 190,122/戸/年、畜産所得 Rwf 54,525/戸/年、非農業所得 Rwf 61,127/戸/

年である。 

EICV3（Integrated Household Living Condition Survey 3）の貧困基準に基づく貧困ラインは Rwf 

118,000/成人/年（貧困プロファイル JICA）と推定されている。ベースライン調査を実施した 204

戸の平均世帯規模 5.18人/戸を成人に換算すると 3.66人/戸（(2×1.0)＋(2.18×0.65)＋(1×0.24)）と
なり、世帯の貧困ラインは Rwf 431,880/戸/年と算定される。このことからサンプル農家の平均所
得 Rwf 308,696/戸/年は、貧困ライン Rwf 431,880/戸/年より低いことが推察される。 

6) 農業生産資材調達 

水稲の種子・肥料は生産者組合がグループで一括調達し、メンバーに配布する。水稲の収穫後
の買上げに際してその費用を生産物価格から差し引いて農家へ利益を還元するシステムである。
他の先行生産者組合でもこの方式が採用されている。しかし、ベースライン調査によると、種子
については自家採種、RABから入手、市場で購入の農家もみられる。 

畑作物については、ソルガム・メイズ・豆類は自家採取の種子を利用している農家が多い。野
菜類の種子は市場の農業資材店で入手可能である。 

7) 流通 

流通に関与するのは、生産者組合、仲買人及び農家個人である。米は生産者組合がメンバー農
家から一括集荷し、落札業者に一括販売することになっているが、現在 Kigarama Cooperativeには
集荷した米を販売まで備蓄する倉庫がないため、完全には一括販売できない状態である。 

サイトに関係する地方市場は 4ヵ所ある。Kibungo市場、Karembo市場、Ngoma市場、Mutenderi

市場で、Kibungo 市場は農産物の集積地・集散地として中心的な市場である。Ngoma 市場が最も
サイトに近い。米は農協が集荷し、落札業者がトラックで運搬する。作物ごとにそれぞれ生産者
組合があって基本的には生産者組合を通じて販売されるが個人出荷の形態もある。運搬方法は出
荷量や市場への距離によって異なり、近距離では人力・自転車、遠距離では自転車、雇用したト
ラック、公共バスなどが使用される。市場価格によっては仲買人がトマトなどをサイトへ買い付
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けに来ることもある。 

ベースライン調査による流通・販売状況は以下の通り要約される。 

表 1.6 農産物流通状況 

方法 米 穀類/豆類 野菜 果実 料理バナナ/バナナ その他 
組合を通じて販売 68 0 0 0 1 1 

個人で地方市場へ販売 7 54 14 8 10 49 
ユニオン 1 0 0 0 0 0 
仲買人 15 149 11 0 30 93 

N/A 113 1 179 196 170 61 
計 204 204 204 204 211 204 

 

8) 家畜 

サイト周辺の農村では牛、山羊、鶏などが見られる。牛は在来の品種とホルスタインの雑種な
どが見られ、いずれも搾乳が主目的で農作業に使用されることはない。しかし、いずれも極めて
零細的に飼養されており、草資源は豊富にあるが飼養頭数は多くない。牛は舎飼、飼料は刈り取っ
たものを給与する青刈り給与形態である。山羊は繋留状態で道路沿いの草を採食する。ベースラ
イン調査に基づくサンプル農家の家畜飼養状況は下記の通り要約される。 

表 1.7 家畜飼養状況 

 牛 緬羊 山羊 豚 鶏 ウサギ 
平均頭・羽/戸 0.99 0.27 1.14 0.14 1.05 0.09 

 

9) 土壌 

FS時点で貯水池サイト上流・中流・下流で各 1ヵ所のピットを掘削して土壌断面調査が行われ
た。その結果によると、表層土（第 I 層）は上流部で壌土（粘土含量 25.0～37.5%）40cm 厚、中
流部でシルト質壌土（粘土含量 0～15%）37cm厚、下流部で埴壌土（粘土含量 37.5～50.0%）22cm

厚である。上流部では黒褐色で腐植を含み、中流はやや赤褐色、下流は暗褐色で中下流は酸化的
である。 

表 1.8 土壌状況 

出典：『東部県ンゴマ郡灌漑開発基礎情報収集調査（2012年 7月）』報告書 

10) 農民組織 

(1) 生産者組合（Cooperative） 

上流部：傾斜度5°、前作サツマイモ
層位 深さ(cm) 緻密度(mm) 土色 土性 礫面積 礫形状 礫大きさ 可塑性 粘着性 孔隙量 孔隙径 乾湿性 植物根

I 40 4.0 黒褐色 壌土 あり 円状 1~5cm 中 中 冨む 中 湿 冨む
II 40 13.8 鈍い赤褐色 埴壌土 あり 円状 <1cm 中 中 冨む 中 湿 冨む
III <80 17.1 鈍い赤褐色 埴壌土 あり なし - 中 中 冨む 細 湿 冨む

中流部：傾斜度10°、前作ソルガム
層位 深さ(cm) 緻密度(mm) 土色 土性 礫面積 礫形状 礫大きさ 可塑性 粘着性 孔隙量 孔隙径 乾湿性 植物根

I 37 14.0 鈍い赤褐色 シルト質壌土 - なし - 弱 弱 冨む 中 半湿 冨む
II 32 25 明褐色 埴壌土 冨む 円状・半角 1~5cm 中 強 含む 細 湿 無
III <69 28 明赤褐色 埴壌土 冨む 円状 1~5cm 強 強 あり 細 半湿 なし

下流部：平坦、前作豆類＋メイズ
層位 深さ(cm) 緻密度(mm) 土色 土性 礫面積 礫形状 礫大きさ 可塑性 粘着性 孔隙量 孔隙径 乾湿性 植物根

I 22 8.4 暗赤褐色 埴壌土 冨む 角状 1~5cm 弱 中 冨む 中 湿 冨む
II 28 19.1 灰褐色 埴壌土 冨む 角状 5~10cm 中 中 含む 中 湿 含む
III <50 21.7 明赤褐色 埴壌土 冨む 角状 5~10cm 中 中 あり 細 湿 なし
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農民組織としては、サイトには Kigarama Rice Farmers Cooperative（コメ生産者組合）がある。
設立は 2007年である。生産者組合は協同で営農資材を調達し、生産物を集荷・販売することを主
な活動としている。出荷量に応じて利益を農家へ配分する。機能としては、日本の農協に近い性
格を持っているが、倉庫がないために 100%生産者組合が集荷していない状況である。現在、水利
費は徴収しておらず、組合への加入時にメンバー費を徴収したのみである。この生産者組合は技
プロ PiCROPPの対象で“衛星生産者組合”として稲作栽培技術強化が行われた。組織図を下記に
示す。 

 

 

 

 
図 1.3 Kigarama Rice Farmers Cooperativeの組織図 

 

(2) 水利組合（WUO ：Water Users Organization) 

2013年 11月現在、プロジェクトサイトにはWUOは未設立である。Kigarama Rice Farmers 生産
者組合の組合長によると、今年末の総会で WUO 設立に向けて委員の選定に係る議論が行われる
予定である。隣接する中国ダム受益地に WUO はあるものの活動は休止状態である。生産者組合
と WUO の仕分けは、前者が生産を担い、後者は灌漑施設管理・水利用を担い、互いに独立した
組織と規定されている。しかし、メンバーは共通である。 

(3) Ibmina（講） 

住民グループが行うインフォーマルな小規模互助融資制度である。メンバーが少額の資金を出
し合い、それをメンバーが順に受け取り、急な出費や住居の改修などに充てる。5~10農家が 1週
間に Rwf 200程度/世帯を拠出している。 

(4) ウムガンダ（Umganda） 

公共事業に対する住民の労働奉仕で、参加はほぼ強制的である。道路の清掃・改修、草刈り、
水路の底さらいなどがその活動内容である。この活動は本事業で計画する灌漑水路の維持管理に
も行われることになる。先行プロジェクトでは一週間に一回、あるいは月に一回メンバーによる
水路の清掃作業が行われていた。 

(5) ガチャチャ（Gacaca） 

現在は行われていないが、村落レベルに“ガチャチャ”というインフォーマルな調停方式があっ
た。これは紛争前から地域社会で行われ、先の紛争時には犯罪を裁く一翼を担っていた。 

(6) Ubudehe（互助組織） 

村落レベルに残る古くからの互助組織で、セル単位に一つある。活動内容は、作物栽培を共同
作業で行うことである。 

11) 農業普及体制 

President (1)

Vice-president (1)

Agronomist
(1)

Supervisor
(3)

Advisor
(2)

Secretary
(1)
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Ngoma 郡事務所、Remera セクター及び Rurenge セクターにそれぞれ Agronomist が 1 名ずつ配
置され、農業普及サービスを行っている。しかし、絶対数が不足していることは明らかで、月に
1 回から 3 ヵ月に 1 回農村を回り指導できる程度である。比較的規模が大きい生産者組合は独自
に agronomistを雇用してメンバーへの技術指導を行っているが、雇用できない生産者組合も多い。
サイトにある Kigarama Rice Farmers Cooperativeには 1名の Agronomistが雇用されている。 

1.4 ソフトコンポーネント実施の必要性 

灌漑農業を持続的なものとし、灌漑効果をより確実なものとするためにソフトコンポーネント
では、1) WUOの運営・管理能力の向上支援、2) 灌漑施設維持管理および水管理・営農技術の向
上支援、および 3) 貯水池の湛水試験実施支援が求められる。 

ソフトコンポーネントの内容 

 ［1］ WUOの設立・運営能力強化支援（内水面漁業研修を含む） 

 ［2］ 灌漑施設維持管理および水管理・営農技術向上支援 

 ［3］ 貯水池湛水試験実施支援 

上記［1］のWUO運営・管理面では、組織的な維持管理・運営に必要な歳入を確保することが
第一の課題である。歳入の源は水利費であり、WUOのメンバー（生産者組合のメンバーでもある）
が農業所得の中から一定額を納入する。WUOはまだ設立されていないため、設立が最優先であり、
MINAGRIのWUOs Supporting Unitによる設立支援とともに、WUOの育成・運営能力強化を実施
して行く。 

また、そのなかで、内水面漁業に関する研修を組み込むこととする。貯水池における養魚（栽
培漁業）により生産者組合や WUO の新たな収入源（これを灌漑施設の維持管理費やポンプの運
転経費に充当する）が生まれることへのアドバイスと養魚技術を研修する。ただし、貯水池には
湛水していない時期での研修となるため研修内容としては Kanyonyonba damなど先行プロジェク
トの養魚施設へのスタディーツアー・実技研修や座学型の研修を想定する。 

［2］に関しては、水管理技術とともに栽培技術を改善することで安定的に作物（畑作物および
水稲）を生産し、確実に水利費を WUO へ納め、その運営を支えることが灌漑施設の持続的な利
用につながる。そのため改良栽培技術支援に係る人材の投入が必要である。 

［3］については、［2］とともに灌漑施設の取り扱いの経験がないWUOメンバーおよびMINAGRI

関係者に対して貯水池の湛水試験の実施方法、手順、記録方法などを指導していくものである。 

1.5 解決すべき課題 

1.5.1 WUO運営上の課題 

WUO運営上の課題として以下が指摘できる。 

・ WUOが未設立（2013年 11月末現在） 

・ WUOに関する基礎的な情報・データ管理の未整備 

・ 組織運営・維持管理に必要な水利費の確実な徴収（水田農家及び畑作農家）と管理 

・ 透明性ある財務状況の確保 

・ 合意に基づく規約作成 
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・ 水田農家と畑作農家の協調性 

・ オーナーシップの醸成が不可欠 

・ 水利用面での生産者組合との連携 

1.5.2 施設維持管理上の課題 

施設維持管理上の課題として下記がある。 

・ 組織として基本的な灌漑施設維持管理・運用の経験・技術がない 

・ 配水要請から配水までの系統の構築 

・ 作付カレンダーに基づく地域全体への適期適量・公平な水配分のための水管理技術不足 

・ 施設操作人員の操作技術がない 

・ 水路補修技術がない 

・ 施設操作・運転・消費電力など経年的な記録の整備 

・ 受益者参加による定期的な水路浚渫管理 

・ MINAGRI職員の貯水池湛水試験・管理に係る技術の強化、支援 

1.5.3 作物栽培技術面の課題 

農業生産面の課題として以下が指摘できる。 

・ 粗放的な稲作・畑作技術による低生産性 

・ 傾斜畑における灌漑の困難性 

・ 水田の田面均平不足及び畦畔からの漏水 

・ 困難な農地拡大と零細な経営規模 

・ 農業普及員の不足 

・ 低い土地利用率 

・ Kigarama Rice Farmers Cooperativeに倉庫、脱穀機、籾乾燥場が未整備 

2. ソフトコンポーネントの目標 

プロジェクト終了後においても持続的に WUO が健全に運営され、また MINAGRI や郡灌漑ス
テアリングコミッティなど関係各機関が役割分担を着実に果たすことにより、貯水池、ポンプ場、
幹線水路、2次水路、末端圃場施設で一貫した維持管理が持続的に行われ、WUOメンバーの要望
に応える適期・適量灌漑が可能になり、水
利費が 100%徴収され、その資金が維持管
理に費消される右図のような正の循環の
実現が目標である。ソフトコンポーネント
の主柱である 1) WUOの運営・管理強化、
2) WUOによる灌漑施設の組織的な維持管
理・水管理向上・営農技術向上、3) 貯水
池の湛水試験実施支援、等の相乗効果によ
り目標が達成される。 

3. ソフトコンポーネントの成果 

WUO が持続的な灌漑サービスを提供す
る組織として「健全に組織が運営され、ま

 
持続性を伴うより
良い灌漑サービス 

高い単収の達成 

農家経済の向上 

高い水利費徴収率
の 実 現 

健全かつ安定した
財 務 状 態

より良い WUO の
運営・維持管理

Kigarama Cooperative
と の 連 携 

W U O
強 化 支 援

O M お よ び
水 管 理 支 援

営 農 支 援 

図 2.1 WUOの設立・運営における目標：正の循環
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た関係各機関がそれぞれの役割分担を着実に果たすことにより貯水池、ポンプ場、幹線水路、2

次水路、末端灌漑施設で一貫した維持管理が行われ、農民の要望に応える適期・適量灌漑を可能
にすること」というソフトコンポーネントが目的とする成果は、以下に述べるとおりである。 

成果①：WUO の組織運営能力が定着・向上する、内水面漁業を通じて維持管理費・ポンプ運転費が
充当されWUO/生産者組合の運営が安定する。 

活動：WUOの運営能力強化 

・ リーダーシップの醸成： 

研修を受講するメンバーが、灌漑サービス、維持管理などの諸活動を活発に行い、WUO を持
続的に運営するために必要な優れたリーダーとなる能力を身につける。 

・ 受益農家に関わる基本的情報の整理・管理方法： 

地籍図、地目別農地面積、受益農家数、計画灌漑面積及び実灌漑面積、作物作付面積・生産量・
単収などの WUO 運営に関わる基本的な情報を供与する予定のパソコン上で整理・管理するシ
ステム作りのための指導を行う。また、時系列的に組織運営の傾向を把握、分析する技術指導
を行う。 

・ WUO運営に関わる研修実施： 

WUO役員及び農家代表が、メンバー農家の義務、WUOの機能、生産者組合の機能、総会/集会
の実施、農家の要望把握、問題解決法、水利費徴収、予算書策定、会計監査、バリューチェー
ン分析、活動計画策定、生産者組合との連携、意志決定プロセス（例えば旱魃時の対策など）
などWUO運営に関わる重要な事項を理解するために技術指導を行う。 

・ 受益農家のニーズ把握方法に関わる研修実施： 

WUO役員及び郡・セクターagronomistが例えば PCM, PRA, RRAなどの手法によりメンバー農
家の問題点、ニーズを把握するための技術を指導し、WUO運営に反映させる指導を行う。 

・ 付加価値づけに関する研修： 

WUO のメンバー農家に対して一次産品に付加価値をつけ、より高く販売することによって収
益を上げ、安定した水利費納付を可能にするために必要な農産物の品質向上、加工処理、収穫
後処理技術の重要性に関する知識を指導する。 

・ 水利費徴収・管理システムの構築及び徴収記録策定方法の研修： 

灌漑施設の整備に伴い、受益農家への灌漑サービスが充実することにより安定した水利費徴収
が可能となるが、パソコン利用により水利費徴収状況を個別農家、水路系統(重力・ポンプ)、
地目（畑、水田）ごとに把握する分析技術、灌漑ブロックと徴収率の関連を明確に把握する技
術などを指導する。 

・ 作付カレンダーの作成： 

WUO内の畑地・水田を含めて作付カレンダーを作成し、水配分・水管理に活用する。 

・ 年間活動計画・ビジネスプランの策定方法の習得： 

WUOの作付計画に応じた灌漑スケジュール、集会、研修、賦役活動などを含む年間のWUO運
営のための活動計画及び生産者組合活動と連動したビジネスプラン策定を指導する。 
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・ 総会・臨時集会などの開催及び議事録策定方法： 

民主的な総会運営、集会での議題設定、議事進行、議事録作成方法などについて WUO 役員・
農家代表などに対して指導する。 

・ 台帳、伝票、領収書の保管、記録方法： 

WUO 役員、会計担当、監査担当者に対して会計管理手法を指導し、透明な財務管理に活用す
る。 

・ 毎月の会計報告の作成： 

財務管理の透明性確保のため定期的にメンバー農家へ財務状況を報告するための文書作成方法
をWUO役員及び会計担当、監査役に指導する。 

・ 会計管理の透明性確保のための会計・監査担当者の能力強化研修： 

会計担当者及び会計監査を実施する役員に監査のポイント、手法などを指導する。 

・ 農作物及び肥料などの価格相場記録策定・管理方法： 

WUO 役員及びメンバー農家がより有利な条件のもとに作物を販売する経営感覚を持つように
市場情報を収集・パソコン上で時系列的に管理・分析する技術を指導する。 

・ スタディーツアー： 

先行プロジェクトにおけるWUOの活動・経営などを視察し、実務に活用する。 

活動：内水面漁業 

・ 養魚の目的： 

貯水池における養魚の目的・メリット・収益性を概説する。 

・ 稚魚投入： 

稚魚の調達方法、単位面積当たり稚魚投入量について指導。 

・ 生育管理技術： 

給餌量・給餌間隔、稚魚から成魚までの日数、販売サイズなどについて指導。 

・ 漁獲技術： 

網・ボートを利用した漁獲技術、運搬方法について指導。 

 
成果②：WUO の灌漑施設維持管理・水管理技術の向上、営農技術が改善されて生産性が増加し安定

した水利費納付が達成される、および湛水試験能力が向上する 
活動：灌漑施設維持管理、水管理 

・ 本プロジェクトで整備する灌漑施設の内容概説： 

整備施設内容、求められる維持管理及び灌漑方法について概要を説明する。 

・ 灌漑施設インベントリー表の作成・管理方法： 

WUOが管理する灌漑施設に関わる情報（数量、能力、建設年、改修年、老朽度、建設コスト、
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改修年・改修コストなど）をパソコン上で整理・管理するシステムを構築する。 

・ WUOおよび生産者組合関連法規の理解： 

WUO役員のみでなく農民代表がWUOおよび生産者組合に関わる法規を理解し、適切な組織運
営、水管理が行われるよう指導する。 

・ ポンプ運転記録の策定方法の習得： 

所定の運転記録表を作成し、役員及びWater Manager など関係者が記録方法を習得し、運転時
間・気象条件などをパソコン上で整理、水管理に活用する技術を指導する。 

・ Water managerなど施設・機器操作者への能力強化研修実施： 

ゲートキーパーなどが水供給能力に応じて灌漑ブロックごとの要水量を適期・適量配水するた
めの灌漑施設の操作を適切に行い、また水位・水量等のデータを記録するように指導する。 

・ 年間維持管理活動計画の策定： 

管理する灌漑施設（水路、分水工・ゲートなど）の灌漑スケジュールを考慮した年間維持管理
計画（浚渫・除草、改修・更新、スペアーパーツ調達など）を策定するよう指導する。 

・ 広域的水管理に関わる研修： 

土地利用、作付作物、栽培期間に応じた適切な水管理を行い、圃場レベルの水管理に反映する
技術を指導する。 

・ 年間維持管理活動計画のモニタリング及びフィードバック方法の習得： 

年間維持管理計画の各活動についてモニタリングし、WUOで討議のもと維持管理計画にフィー
ドバックする技術を指導する。 

・ パソコン利用による水計算研修： 

適期・適量配水のためにパソコンを利用した作付体系に基づく要水量計算及びポンプ運転時間
の算定技術を指導する。 

・ 公平な水配分： 

メンバー農家の討議のもとに畑地及び水田における公平な水配分ルールを策定するための指導
を行う。 

・ ポンプの操作・維持管理： 

ポンプ設置時の初期操作指導に使用された維持管理マニュアルに基づきポンプを継続的に適切
に運用・維持管理する技術を指導する。 

・ 水路修理技術研修： 

WUOメンバーが水路改修技術（石工技術）を学び、維持管理費の節減に生かす。  

・ 面整備技術実地研修： 

WUOメンバーが約 2haのモデル的面整備技術を学び、残りの水田約 30haの面整備をロー
カルが実施できるようになる。  

・ スタディーツアー： 
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先進地を視察し、O&M技術を実地に学ぶ。 

活動：営農技術（畑作園芸） 

・ 高収量を実現する技術ポイント： 

土壌づくり、種子・種苗選定から収穫まで畑作において高収量を実現する技術のポイントを指
導する。 

・ ローテーション・間作技術： 

地力を維持しつつ生産性を高めるためのローテーション・間作技術、作物選定技術を指導する。

・ 適正投入量： 

種苗・種子、堆肥、化成肥料（基肥・追肥）、除草、防除など生育段階に応じた適正投入の指導。 

・ 植栽間隔： 

病虫害の発生防止、成長促進を考慮した作物ごとの適切な植栽間隔を指導する。 

・ 灌漑： 

土壌水分を考慮した適正な灌漑量・灌漑間隔を指導する。また斜面畑におけるホース灌漑の適
正利用・節水的灌漑について指導する。 

・ マルチング技術： 

土壌表面の蒸発散を抑制し、土壌水分を保持するため地場資材を利用したマルチング技術を指
導する。 

・ 土壌流亡防止・ウォーターハーベスティング技術： 

斜面における土壌流亡を防止するとともにウォーターハーベスティング技術を指導する。 

・ 有機肥料・クンタンづくり技術： 

IMO（Indigenous Micro Organism）などを利用したボカシ肥料・クンタン作り技術を指導する。

・ 市場・流通情報： 

出来る限り有利に販売するための市場流通情報に係る技術を指導する。 

活動：営農技術（稲作） 

・ 高収量を実現する技術ポイント： 

土壌づくり、種子選定から収穫まで高収量を実現する技術のポイントを指導する。 

・ 塩水法による種籾選定方法： 

簡易な塩水および鶏卵を利用した種子選定方法を指導する。 

・ 省力的育苗方法： 

ダポッグ法（Dapog method）による省力的育苗方法を指導する。 

・ 植栽間隔： 

成長・分けつ促進、病虫害の発生予防を考慮した適切な植栽間隔を指導する。 
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・ 均平・畦ぬり技術： 

畦畔からの漏水防止および適正湛水深を保つための畦ぬり・均平技術の指導。 

・ 適正投入量： 

種籾量、堆肥、化成肥料（基肥・追肥）、除草、防除など生育段階に応じた適正投入の指導。 

・ 生育に応じた湛水深管理： 

生育階梯に応じて異なる適正湛水深を指導し、収量を増加する技術を指導する。 

・ 収穫後処理技術： 

脱穀から貯蔵・販売までのロスを少なくし、貯蔵・精米に適した水分まで乾燥技術を指導する。

活動：湛水試験技術 

貯水池の湛水試験技術を指導する。 

 
4. 成果達成度の確認方法 

設定した上記ソフトコンポーネントの成果達成の確認方法を以下に示す。成果の達成度は以下
に示す指標をもとに確認する。 

表 4.1 成果達成度の確認方法 

成果① 
WUOの組織運営能力が定着・向上する、内水面漁業を通じて維持管理費・ポンプ運転費が
充当されWUO/生産者組合の運営が安定する。 

指標 
WUO組織運営： 
(1) リーダー候補者を含む 30名以上が研修を受け、知識を習得する。 

 
(2) WUOにおいて所定の統一様式により基本情報がパソコン上で管理され、常に更新さ

れる。 
 (3) 役員全員及びメンバー代表が研修に参加し、WUO運営技術を習得する。 

 
(4) 役員全員及びメンバー代表の 30人以上が研修に参加し、WUO規約・役割、メンバー

の役割、生産者組合との連携を理解する。 

 
(5) 役員全員及びメンバー代表の 30人以上が研修に参加し、畑地及び水田における水利

費の設定、支払い義務、徴収システムを理解する。 

 
(6) 役員全員及びメンバー代表の 30人以上が研修に参加し、公平な水配分・水管理のた

めの計画作付カレンダーを作成する技術を習得する。 

 
(7) 役員全員及び郡・セクター普及員(Agronomist)全員が研修に参加し、メンバー農家の

ニーズ把握・問題解決技術を習得する。 

 
(8) 役員全員及び郡・セクター普及員(Agronomist)全員、及びメンバー代表の 30人以上が

研修に参加し、付加価値づけ、流通に関する知識を習得する。 
 (9) 役員全員が研修に参加し、活動計画作成・ビジネスプラン作成技術を習得する。 

 
(10) 役員全員およびメンバー代表が研修に参加し、総会・月例・臨時集会運営技術を習得

する。 

 
(11) 役員全員及びすべての会計担当、監査担当、郡灌漑ステアリングコミッティ(DISC)委

員が研修に参加し、会計書類（台帳・伝票・領収書など）作成・管理技術を習得する。

 
(12) すべての会計担当、役員全員、郡灌漑ステアリングコミッティ(DISC)委員が研修に参

加し、定期的会計報告作成技術を習得する。 

 
(13) 役員全員及びすべての会計担当、監査担当、郡灌漑ステアリングコミッティ(DISC)委

員が研修に参加し、会計監査技術を習得する。 

 
(14) 役員全員及び郡・セクター普及員(Agronomist)全員及び農家代表が研修に参加し、作

物の流通に係る知識および集出荷・販売記録、農業資材配布・単価記録など管理技術
を習得する。 

 内水面漁業： 
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(1) WUOおよび生産者組合役員全員及び 30人以上の農家代表が研修に参加し、養魚の目

的・メリット・収益性・用途を理解する。 

 
(2) WUOおよび生産者組合役員全員及び 30人以上の農家代表が研修に参加し、稚魚の入

手・放流・投入量に係る知識を習得する。 

 
(3) WUOおよび生産者組合役員全員及び 30人以上の農家代表が研修に参加し、生育・管

理技術を習得する。 

 
(4) WUOおよび生産者組合役員全員及び 30人以上の農家代表が研修に参加し、貯水池に

おける実務的な漁獲技術を習得する。 
確認方法 WUO組織運営： 

 (1)： 対象者数に対する研修受講者数及び postテスト、参加者間討議結果による 
 (2)： アンケート調査結果による 
 (3)～(14)： 対象者数に対する研修受講者数及び postテスト、参加者間討議結果による。 
 内水面漁業： 
 (1)～(4)： 対象者数に対する研修受講者数及び postテスト、参加者間討議結果による。 

成果② WUOの灌漑施設維持管理・水管理技術の向上、営農技術が改善されて生産性が増加し安定
した水利費納付が達成される、および湛水試験能力が向上する 

指標 灌漑施設維持管理・水管理： 
 (1) 役員全員および 50人以上のメンバー代表、DISC委員が研修に参加し、本プロジェク

トで整備する灌漑施設の内容・機能を理解する。 

 (2) 役員全員およびメンバー代表の 30人以上が研修に参加し、WUOが管理する灌漑施設
のインベントリー表作成・パソコン利用による灌漑施設管理技術を習得する。 

 (3) 役員全員、メンバー代表の 30人以上が研修に参加し、灌漑関連法規を身につける。 

 (4) 役員全員及びWater manager以下の施設操作担当職員、メンバー代表の 30人以上が研
修に参加し、ポンプ運転記録策定方法を習得する。 

 (5) Water Manager 以下の職員全員が研修に参加し、適切な分水工・ゲート操作による水
配分技術・それらの記録技術を習得する。 

 (6) WUO役員全員および 30人以上のメンバー代表が研修に参加し、維持管理活動計画策
定技術を習得する。 

 (7) 役員全員及び Water manager以下の職員全員が研修に参加し、広域的水管理に関わる
知識を習得する。 

 (8) WUO役員全員およびメンバー代表の 30人以上が研修に参加し、モニタリング及び水
管理へのフィードバックに関わる知識を習得する。 

 (9) WUO役員及びWater managerが研修に参加し、パソコン利用による作付カレンダーに
基づく水計算、ポンプ運転時間などの計算技術を習得する。 

 (10) WUO 役員全員及びメンバー代表 50 人以上、DISC委員全員参加により公平な水配分
ルールが討議・策定される。 

 (11) Water Manager 以下の施設操作担当職員全員が研修に参加し、初期操作指導で学んだ
管理技術を確実なものにする。 

 営農技術（畑作園芸）： 

 (1) WUO役員全員及び畑作農家代表 50人以上が研修に参加し、畑作物の生産性向上技術
のポイントを理解・習得する。 

 (2) WUO役員全員及び畑作農家代表 50人以上が研修に参加し、作物ローテーションおよ
び間作の技術・知識を習得する。 

 (3) WUO役員全員及び畑作農家代表 50人以上が研修に参加し、作物ごとの適正投入量に
係る技術・知識を習得する。 

 (4) WUO役員全員及び畑作農家代表 50人以上が研修に参加し、作物ごとの適正植栽間隔
と生産性・防除管理に係る技術・知識を習得する。 

 (5) WUO 役員全員及び畑作農家代表 50 人以上が研修に参加し、作物ごとの適正灌漑水
量・ホース利用による節水的灌漑方法に係る技術・知識を習得する。 

 (6) WUO役員全員及び畑作農家代表 50人以上が研修に参加し、マルチングの効果・利用
し得るマルチング材料に係る知識を習得する。 

 (7) WUO 役員全員及び畑作農家代表 50 人以上が研修に参加し、エロージョンおよび
ウォーターハーベスティングに係る知識・技術を習得する。 
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 (8) WUO役員全員及び畑作農家代表 50人以上が研修に参加し、有機肥料作りおよびクン
タン作りの技術、利用技術を習得する。 

 (9) WUO役員全員及び畑作農家代表 50人以上が研修に参加し、有利に販売するための情
報収集に係る知識を習得する。 

 営農技術（水田）： 

 (1) WUO役員全員及び水稲農家代表 50人以上が研修に参加し、水稲生産性向上技術のポ
イントを理解・習得する。 

 (2) WUO役員全員及び水稲農家代表 50人以上が研修に参加し、塩水による種籾選定技術
を習得する。 

 (3) WUO役員全員及び水稲農家代表 50人以上が研修に参加し、省力的育苗方法を習得す
る。 

 (4) WUO役員全員及び水稲農家代表 50人以上が研修に参加し、適切な植栽間隔について
の知識を習得する。 

 (5) WUO役員全員及び水稲農家代表 50人以上が研修に参加し、畦ぬりによる漏水防止、
均平技術を習得する。 

 (6) WUO役員全員及び水稲農家代表 50人以上が研修に参加し、生産性を上げるための適
正投入量に関する知識・技術を習得する。 

 (7) WUO役員全員及び水稲農家代表 50人以上が研修に参加し、生育階梯に応じた適正湛
水深に関する知識・技術を習得する。 

 (8) WUO役員全員及び水稲農家代表 50人以上が研修に参加し、収穫後処理後に関する知
識・技術を習得する。 

 貯水池湛水試験技術： 

 (1) MINAGRI職員、WUO役員全員及びメンバー代表 30人以上が研修に参加し、湛水試
験技術を習得する。 

確認方法 灌漑施設維持管理・水管理： 
  対象者数に対する研修受講者数及び postテスト、参加者間討議結果による。 
 営農技術（畑作）： 
  対象者数に対する研修受講者数及び postテスト、参加者間討議結果による。 
 営農技術（水田）： 
  対象者数に対する研修受講者数及び postテスト、参加者間討議結果による。 
 貯水池湛水試験技術： 
  対象者数に対する研修受講者数及び postテスト、参加者間討議結果による。 

 
必要な技術や体制が整ったかどうかについて： 

i) 体制面 

WUOとしては、プロジェクトサイト全体で一本化、即ち、ひとつのMarshlandにひとつのWUO

が原則である。2013 年 11 月末現在、Ngoma22 サイトには灌漑施設を管理・運営する WUO は設
立されていない。サイトにある Kigarama Rice Farmers Cooperativeは来るべきWUO設立に向けて
委員を選定する活動に入るとのこと（組合長による）であり、MINAGRIのWUOs Supporting Unit

による設立に向けての支援活動とあいまってWUOは 2014年中にも設立される可能性がある。 

ソフトコンポーネントによる支援は、これらを受けた形で開始されることとなり、計画した研
修コンポーネントが終了した時点（現時点では 2016年 3月末を想定）で、灌漑施設を運用・維持
管理する体制が整い、2017年 5月上旬からの供用開始への体制が整うこととなる。現場における
WUO の設立に合わせて郡レベルで WUO を支援する郡灌漑運営委員会（DISC）が設立される必
要がある。 

｢ル｣国では作目ごとに生産者組合が設立されている。本プロジェクトでは畑作および稲作農家
が受益者となる。従って、作目が野菜・園芸作物・穀類・コメ等少なくとも 4 つになり、4 タイ
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プの生産者組合を設立することになるが、これは管理・運営を煩雑にする可能性が高い。 

また、『総合農協』的なものは｢ル｣国に前例がないことから、生産者組合は新規に設立を計画
せず、従来通り既存の Kigarama Rice Farmers Cooperative（稲作）のみとし、丘陵地農家組合（仮
称）のようなものは設立しない。Kigarama Cooperativeは従来通り組合を通じて米を集出荷・販売
する。一方、丘陵地の畑作農家は従来から所属しているそれぞれの生産者組合を通じて畑作物を
出荷・販売、あるいは個人で販売する計画とする。 

丘陵地農家は本プロジェクトの主要な受益者であり（重力掛かりとポンプ掛かりがある）、水
利費を負担する義務があるので、『畑作グループ』としてWUOのメンバーに含める必要がある。
よって設立されるWUOの構成員は、Kigarama Rice Farmers Cooperativeのメンバーと丘陵畑地の
受益者『グループ』となる。WUO内に調整のために水田部会、丘陵地重力地区部会、丘陵地ポン
プ地区部会を設置するのも一案である。 

ii) 技術面 

WUOは丘陵地で畑作を営む農家と水稲農家がメンバーを構成することになるが、彼等は貯水池、
用排水路・ポンプ・調整池・ソーラーパネル・灌漑ホースなどを管理した経験はなく、施設の持
続的な利用のためにソフトコンポーネントで計画する研修においてこれら灌漑施設の維持管理、
操作、水配分、補修技術などに係る技術を指導する必要がある。建設業者・ポンプ機材メーカー
が設置時に実施する初期操作指導は必須である。 

ソフトコンポーネントでは、本協力対象事業完了後も WUO により持続的に運用・維持管理し
ていくために特に必要な WUO 運営体制及び灌漑施設維持管理能力強化を図り、これによって必
要な運営体制及び維持管理技術が整備される。 

実施機関担当者と村落住民とが協力して独自に維持管理のため住民組織等を開催、運営できるか

どうかについて： 

前述のとおり、灌漑施設を運用する主体の WUO は 2013 年 11 月現在まだ設立されていない。
しかし、プロジェクトサイトには 2007年設立の Kigarama Rice Farmers Cooperativeがあり、すでに
6年の運営経験をもっており、この経験はWUO組織の運営にもそのまま活用可能なものである。
また維持管理については、地域にウムガンダ（Community Labour Day）という共同作業の慣習が
あり、定期的な水路の土砂さらい・除草作業などは先行プロジェクトの事例調査結果からも問題
なく行われることが確認できる。郡灌漑運営委員会（DISC）は技術面および財務監査など運営面、
モニタリング及び評価面からWUOを支援する役割がある。 

5. ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

ソフトコンポーネントの活動内容は以下の通りである。 

表 5.1 活動内容 

ソフコン WUO運営能力強化 
対象者 WUO役員、WUOメンバー代表、郡灌漑運営委員、郡・セクターAgronomist 

現状の技術水準 WUO組織運営 
 (1) WUOは未設立である。 
 (2) 持続的なWUO運営管理のために基本的な情報やデータをパソコンに入力・管

理し、分析可能な状態にすることが必要である。 
 (3) WUOの財務の透明性を確保する。 
 内水面漁業 
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 (1) 貯水池における養魚経験がない。 
必要とする技術 WUO組織運営 

 (1) WUOは持続的に運営されなければならない。運営に関わるあらゆるデータは
パソコンで管理され、WUOの presidentに引き継ぐ環境が必要である。 

 (2) 農家のニーズ把握 
 (3) 文書作成能力 
 (4) 透明な財務管理 
 (5) 高い水利費徴収率を実現する灌漑サービス 
 内水面漁業 
 (1) 生産から流通までを考慮した内水面漁業技術 
活動 WUO組織運営 

 (1) リーダーシップの醸成 
 (2) 受益農家に関わる基本的情報の整理・管理方法 
 (3) WUO運営に関わる研修実施 
 (4) 受益農家のニーズ把握方法に関わる研修実施 
 (5) 付加価値づけに関する研修 
 (6) 水利費徴収・管理システムの構築及び徴収記録策定方法の習得 
 (7) 作付カレンダーの作成 
 (8) 年間活動計画・ビジネスプランの策定方法の習得 
 (9) 総会・臨時集会などの開催及び議事録策定方法の習得 
 (10) 台帳、伝票、領収書の保管、記録方法の習得 
 (11) 毎月の会計報告の作成 
 (12) 会計管理の透明性確保のための会計・監査担当者の能力強化研修 
 (13) 農作物及び肥料などの価格相場記録策定・管理方法 
 内水面漁業 
 (1) 養魚の目的 
 (2) 稚魚投入 
 (3) 生育管理技術 
 (4) 漁獲技術 

ソフコン 灌漑施設維持管理、水管理・営農技術、湛水試験能力強化 
対象者 WUO役員、WUOメンバー代表、受益農家代表、郡・セクターAgronomist、WUOの

水管理・操作担当者、郡灌漑運営委員 
現状の技術水準 施設維持管理、水管理 

 (1) 現在サイトには灌漑施設はなく、このため整備灌漑施設の維持管理・操作・修
理には不慣れである。 

 (2) 水配分・水管理の経験がない。 
 営農技術（畑作園芸） 
 (1) 適正な投入が行われていない 
 (2) 植栽間隔がまちまちである 
 (3) 十分な灌漑ができない 
 (4) 品種の更新が不十分である 
 営農技術（水田） 
 (1) 品種が混在している 
 (2) 植栽間隔がまちまちである 
 (3) 適正な投入がなされていない（過剰および過小投入がある） 
 (4) 圃場の均平が不十分 

(5) 畦ぬりが不十分で、畦畔からの水漏れがある 
 (6) 種子更新が普及していない 
 湛水試験技術 
 (1) 湛水試験の技術はない。 

必要とする技術 施設維持管理、水管理 
 (1) パソコン利用による作付体系に基づく要水量計算及びポンプ運転時間の算定技

術 
 (2) 広域的水管理技術 
 (3) 公平な水配分技術 
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 (4) モニタリング・フィードバック技術 
 (5) 定期的水路維持管理 
 (6) WUO設立後、ポンプ運転時間・補修、費用などの記録管理が適切に行われる

必要がある。 
 営農技術（畑作園芸） 
 (1) 適正投入 
 (2) 適正植栽間隔 
 (3) トマトは支柱栽培 
 (4) 十分な灌漑が可能なシステム 
 (5) 毎年の品種更新 
 営農技術（水田） 
 (1) 品種の統一 
 (2) 植栽環境を考慮した適正な植栽間隔 
 (3) 生育に必要な適正投入量 
 (4) 圃場の均平および畦ぬり 
 (5) 毎年の種子更新 
 湛水試験技術 
 (1) 湛水試験の知識、技術 
活動 施設維持管理、水管理 

 (1) 本プロジェクトで整備する灌漑施設の内容概説 
 (2) 灌漑施設インベントリー表の作成・管理方法 
 (3) WUOおよび生産者組合関連法規の理解 
 (4) ポンプ運転記録の策定方法の習得 
 (5) Water managerなど施設・機器操作者への能力強化研修実施 
 (6) 年間維持管理活動計画の策定 
 (7) 広域的水管理に関わる研修 
 (8) 年間維持管理活動計画のモニタリング及びフィードバック方法の習得 
 (9) パソコン利用による水計算研修 
 (10) 公平な水配分 
 (11) ポンプの操作・維持管理 
 営農技術（畑作園芸） 
 (1) 高収量を実現する技術ポイント 
 (2) 適正投入量 
 (3) ローテーション・間作技術 
 (4) 植栽間隔 
 (5) 灌漑 
 (6) マルチング技術 
 (7) 土壌流亡・ウォーターハーベスティング技術 
 (8) 有機肥料・クンタンづくり技術 
 (9) 市場・流通情報 
 営農技術（水田） 
 (1) 高収量を実現する技術ポイント 
 (2) 塩水法による種籾選定方法 
 (3) 省力的育苗方法 
 (4) 植栽間隔 
 (5) 均平・畦ぬり技術 
 (6) 適正投入量 
 (7) 生育に応じた湛水深管理 
 (8) 収穫後処理技術 
 湛水試験技術 
 (1) 湛水試験の手順、マニュアルの作成および解説、指導 

 

6. ソフトコンポーネント実施リソースの調達方法 

ソフトコンポーネントにおいて必要なリソースは、① WUOの設立・運営能力強化支援、② 貯



A5-22 

水池完成後の維持管理・水管理技術支援、③ 湛水試験技術、④ 栽培技術向上支援（畑作・水稲）、
および⑤ 内水面漁業の 5分野を想定する。これらの分野に対する日本人専門家と現地専門家は次
の通り設定する。 

また、現地農民とのコミュニケーションはキニアルワンダ語に限定的な状況である。そのため
各種の研修資料は専門家が英語で作成したものを翻訳する必要があることから、日本人専門家を
補佐するローカルスタッフ 1名（翻訳、通訳）、運転手 2名を調達・投入する。 

表 6.1 ソフトコンポーネント投入計画 

分野 日本人専門家 現地専門家 

1. WUO設立・運営能力強化支援 組織強化：1名 x 3ヵ月 組織強化：1名 x 3ヵ月
養魚：1名 x 2ヵ月

2. 灌漑施設維持管理および水管
理・営農技術向上支援 

灌漑専門家：1名 x 3ヵ月
園芸専門家：1名 x 3ヵ月
水稲専門家：1名 x 3ヵ月

灌漑専門家：1名 x 3ヵ月
園芸専門家：1名 x 3ヵ月
水稲専門家：1名 x 6ヵ月

3. 湛水試験実施支援 貯水池専門家：1名 x 1ヵ月 貯水池専門家：1名 x 1ヵ月
合計 13ヵ月 18ヵ月 

 

日本人および現地専門家の投入計画量は上表のとおりであり、内水面漁業については、邦人は
予定しない。 

研修対象は、WUO 役員、受益者代表（水稲及び畑作農家）、水没影響者代表、郡・セクター
Agronomist、郡灌漑運営委員などとする。効率を考慮し、研修一回あたり 30人～40人を招請する。
出来るだけ回数を重ね、多くの農家が研修を受講できるように計画する。一回の研修期間は 3～4

日間とする。工事の進捗にもよるが、出来るだけ完成した施設をみて実務的な研修になるよう配
慮する。ホース灌漑は圃場で実技研修を行い、丘陵地における畑作灌漑が適切に行われるよう実
務的に指導する。 

6.1 日本人専門家 

(1) WUO運営能力強化 ：1名 

当該技術者は、WUOが持続的に運営されていくために必要なリーダーの育成、パソコン利用に
よる基本情報の管理システム、PCM等による受益農家のニーズ把握手法、水利費徴収率改善方法、
年間活動計画・ビジネスプラン作成及び財務管理などにおける技術と経験を持ち、ローカルリソー
スを指導する技能を持つ人材を想定する。ソフトコンポーネント初期の段階で｢ル｣国政府側、
WUO、郡灌漑運営委員、郡・セクターagronomist との調整、ローカルリソースとともに研修資料
の作成、研修スケジュールの作成などを行い、ソフトコンポーネント全体の実施体制を整える。 

(2) 灌漑施設維持管理・水管理能力強化：1名 

当該技術者は、パソコンを利用した灌漑施設のインベントリー作成、水計算・ポンプ運転時間
の計算、広域水管理、圃場水管理、モニタリング・フィードバック方法などを指導し得る技術と
経験を有する人材を想定する。 

(3) 園芸栽培技術支援：1名 

当該技術者は Agronomistであり、畑作一般に係る技術、即ち種子選択、育苗、畑地整備、防除、
節水的栽培、収穫後処理技術、有機肥料作りまで習熟した知識と技術、特に現地適応型畑作技術
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に通じた人材を想定する。 

(4) 水稲栽培技術支援：1名 

当該技術者は Agronomistであり、水稲栽培一般、即ち種子選択、育苗、本田整備、病虫害防除、
圃場水管理、収穫後処理技術まで習熟した知識と技術、特に現地適応型稲作技術に通じた人材を
想定する。 

(5) 湛水試験技術：1名 

当該技術者は、原則として貯水池技術者であり、灌漑施設の運用前に貯水池に初めて流水を貯
留または放流することによって貯水位を操作し、堤体、基礎、放流設備、貯水池周辺地山などに
おける安全性及びそれらを実地に検証する。試験湛水により安全性を判定するためのデータ採取
を指導する。このために湛水試験管理マニュアルを作成、MINAGRI及びWUOに埋設計器の操作
方法及び記録方法などを説明し、データに基づく安定解析ができる人材を想定する。 

6.2 ローカルリソース 

日本人専門家とともにソフコンを実施運営していくローカルリソースに求める業種は、① 

WUO運営能力強化支援 1名、② 灌漑施設維持管理水管理能力強化支援 1名、③ 畑作園芸技術支
援 1名、④ 稲作栽培技術支援 1名、⑤ 養魚技術支援 1名である。この他、ローカルスタッフ（翻
訳、通訳）1名と運転手 2名を調達・投入する。 

邦人技術者は研修に使用する教材について事情をよく知る彼らと協議しながら英文で作成し、
それを彼らローカルリソースがキニアルワンダ語へ翻訳する。この一連の過程で研修内容を彼ら
が理解した後、実際の研修に当たることとする。研修では邦人技術者が彼らローカルリソースを
補佐する立場に回る。 
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表 6.2 ソフトコンポーネント実施リソース及び業務内容（1/5） 

 

 

邦人 ローカル
リソース

関連資料の収集・整理 2.0 -
研修資料の作成 2.0 -
CP機関との研修内容協議・修正 1.0 -
リーダーシップ育成研修の実施 2.0 -
研修成果取りまとめ 1.0 -
研修資料作成補佐・研修ｱﾚﾝｼﾞ - 1.0
リーダーシップ育成研修の補佐 - 2.0
成果取りまとめの補佐 - 1.0
記載情報の選定と様式検討及び作成 2.0 -
関連資料の収集・整理 1.0 -
研修資料作成 2.0 -
パソコン研修 2.0 -
パソコン利用による研修実施 2.0 -
CP機関と研修内容の協議・加筆修正 2.0 -
研修成果取りまとめ 1.0 -
受益農家に関わる基本的情報の提供 - 1.0
研修へのアレンジ - 1.0
パソコン研修補佐 1.0
フォローアップ研修 - 4.0
研修成果取りまとめ補佐 - 1.0
関連資料の収集・整理 2.0 -
研修資料作成 2.0 -
研修実施 2.0 -
CP機関と研修内容の協議・加筆修正 2.0 -
研修成果取りまとめ 1.0 -
研修へのアレンジ - 1.0
研修補佐 - 2.0
研修成果取りまとめ補佐 - 1.0
研修資料の作成 2.0 -
PCM, RRA研修の実施 2.0 -
研修成果取りまとめ 1.0 -
研修のアレンジ - 1.0
研修補佐 - 2.0
研修成果取りまとめの補佐 - 1.0
作物ごとの付加価値調査・検討 2.0 -
研修資料作成 2.0 -
研修実施 2.0 -
研修成果の取りまとめ 1.0 -
作物ごとの付加価値調査・検討への参加 - 1.0
研修補佐 - 2.0

水利費徴収システムの事例調査・CPとの協議・検討 2.0 -

水利費徴収システム案の構築 1.0 -
パソコン利用を伴う研修実施 2.0 -
研修成果の取りまとめ 1.0 -
受益農家集会のアレンジ・開催・合意形成 - 1.0
研修結果とりまとめ - 1.0
研修補佐 - 2.0
フォローアップ研修 - 2.0
作物別要水量 2.0 -
降雨条件と灌漑 1.0 -
計画作付カレンダー案作成 2.0 -
現況・計画の受益地内作付形態策定の支援 - 1.0
研修補佐 - 1.0
研修成果の取りまとめ補佐 - 1.0

1.
水利組織設
立、運営能
力強化・内
水面漁業技
術支援

(3)
WUO運営に関わる研修実施

WUO役員・Cooperative役員、WUOメンバー代
表、郡灌漑運営委員、郡・セクターAgronomist

邦人専門家

ローカルリソース

(5)
付加価値づけに関する研修

WUO役員・Cooperative役員、WUOメンバー代
表、郡灌漑運営委員、郡・セクターAgronomist

邦人専門家

ローカルリソース

(4)
受益農家のニーズ把握方法に関わ
る研修実施

(1)
リーダーシップの醸成

WUO役員、メンバー代表、郡灌漑運営委員、
郡・セクターAgronomist

邦人専門家

ローカルリソース

(2)
受益農家に関わる基本情報の整
理・管理方法

WUO役員・Cooperative役員、WUOメンバー代
表、郡灌漑運営委員、郡・セクターAgronomist

日本人専門家

ローカルリソース

支援
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名 活動 ターゲット

グループ 実施主体 担当業務内容
活動日数

WUO役員・Cooperative役員、WUOメンバー代
表、郡灌漑運営委員、郡・セクターAgronomist

邦人専門家

ローカルリソース

(7) 作付カレンダーの作成 WUO役員・Cooperative役員、WUOメンバー代
表、郡灌漑運営委員、郡・セクターAgronomist

邦人専門家

ローカルリソース

(6)
水利費徴収・管理システムの構築
及び徴収記録策定方法の研修

WUO役員・Cooperative役員、WUOメンバー代
表、郡灌漑運営委員、郡・セクターAgronomist

邦人専門家

ローカルリソース
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表 6.2 ソフトコンポーネント実施リソース及び業務内容（2/5） 

 

 

関連資料の収集・整理 2.0 -
研修資料作成 2.0 -
研修実施 2.0 -
WUOの年間活動計画・ビジネスプラン策定の支援 2.0 -
研修成果の取りまとめ 1.0 -
年間活動計画に関する情報の提供 - 1.0
研修の補佐 - 2.0
研修成果取りまとめの補佐 - 1.0
関連資料の収集・整理 2.0 -
研修資料作成 2.0 -
研修の実施 2.0 -
研修成果取りまとめ 1.0 -
総会・集会・臨時集会に関わる資料提供 - 1.0
研修の補佐 - 2.0
研修成果取りまとめの補佐 - 1.0
関連資料の収集・整理 2.0 -
研修資料作成 2.0 -
研修実施 2.0 -
研修成果取りまとめ 1.0 -
先行プロジェクト財務管理資料の収集・提供 - 1.0
研修の補佐 - 2.0
研修成果取りまとめの補佐 - 1.0
フォローアップ研修 - 3.0
関連資料の収集・整理 1.0 -
研修資料作成 3.0 -
研修実施 2.0 -
現行の会計報告情報の提供 - 1.0
研修補佐 - 2.0
フォローアップ研修 - 2.0
WUO支援ユニット協議・既存研修資料収集 2.0 -
研修実施 2.0 -
研修成果とりまとめ 1.0 -
現行の会計管理・メンバーへの報告情報の提供 - 1.0
研修補佐 - 2.0
フォローアップ研修 - 4.0
データ入力様式作成 1.0 -
研修実施 2.0 -
研修結果のとりまとめ 1.0 -
庭先価格・市場価格情報の収集及び提供 2.0
研修補佐 - 2.0
フォローアップ研修 2.0
研修成果取りまとめの補佐 - 1.0

90.0 66.0

既存資料の収集・検討 - 3.0
研修マニュアル作成 - 5.0
養魚概論研修実施 - 3.0
適正稚魚投入研修実施 - 4.0
飼養・給餌・管理研修実施 - 4.0
漁獲技術研修実施（先行プロジェクトで実施） - 8.0
スタディーツアー実施 - 7.0
フォローアップ研修 - 5.0
研修結果とりまとめ - 2.0

0.0 41.0

90.0日 107.0日

1.
水利組織設
立、運営能
力強化・内
水面漁業技
術支援

(9)
総会・臨時集会などの開催及び議
事録策定方法

WUO役員・Cooperative役員、WUOメンバー代
表、郡灌漑運営委員、郡・セクターAgronomist

邦人専門家

ローカルリソース

(8)
年間活動計画・ビジネスプランの
策定方法

WUO役員・Cooperative役員、WUOメンバー代
表、郡灌漑運営委員、郡・セクターAgronomist

邦人専門家

ローカルリソース

邦人専門家

ローカルリソース

(10)台帳、伝票、領収書の保管、記
録方法

WUO役員・Cooperative役員、WUOメンバー代
表、郡灌漑運営委員、郡・セクターAgronomist

邦人専門家

ローカルリソース

(11)
毎月の会計報告の作成

WUO役員・会計担当・Cooperative役員・会計
担当、WUOメンバー代表、郡灌漑運営委員

邦人専門家

ローカルリソース

(14)
養魚技術の向上 WUO役員・Cooperative役員、WUOメンバー代

表、郡灌漑運営委員

(13)
農作物及び肥料などの価格相場記
録策定・管理方法

WUO役員・Cooperative役員、WUOメンバー代
表、郡灌漑運営委員

(12) 
会計管理の透明性確保のための会
計・監査担当者の能力強化研修

WUO役員・会計担当・Cooperative役員・会計
担当、WUOメンバー代表、郡灌漑運営委員

邦人専門家

ローカルリソース

小計　：水利組織設立・運営能力強化（邦人1名、ローカル 1名）および内水面漁業技術支援（ローカル 1名）

水利組織設立・運営能力強化（邦人1名、ローカル 1名）

養魚技術支援（ローカル 1名）

ローカルリソース
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表 6.2 ソフトコンポーネント実施リソース及び業務内容（3/5） 

 
MINAGRIと灌漑施設・全体工程について協議 2.0 -
既存資料の検討 1.0 -
研修資料作成 2.0 -
研修実施 2.0 -
研修結果取りまとめ 1.0 -
研修補佐 - 2.0
研修成果取りまとめ補佐 - 1.0
灌漑施設インベントリー調査手法の検討 2.0 -
パソコンによる灌漑施設インベントリー表の作成 2.0 -
研修資料作成 2.0 -
研修実施 2.0 -
研修および成果取りまとめ 1.0 -
先行事例調査および資料提供 - 2.0
研修補佐 - 2.0
フォローアップ研修 - 2.0
研修成果取りまとめ補佐 - 1.0
現行灌漑法・組合法の調査と検討 2.0 -
研修資料作成 2.0 -
研修実施 2.0 -
研修成果の取りまとめ 1.0 -
現行灌漑法・組合法資料提供と補佐 - 1.0
研修補佐 - 2.0
研修成果取りまとめの補佐 - 1.0
記載データ選定と様式検討及び作成 3.0 -
研修資料作成 2.0 -
研修実施 2.0 -
研修成果取りまとめ 1.0 -
ポンプ運転に関わる情報・運転記録の提供 - 1.0
研修補佐 - 2.0
フォローアップ研修 - 2.0
研修成果取りまとめの補佐 - 1.0
既存資料の検討 2.0 -
研修資料作成 3.0 -
研修実施 2.0 -
研修成果取りまとめ 1.0 -
先行事例におけるWater Managerの役割情報提供 - 2.0
フォローアップ研修 - 4.0
研修補佐 - 2.0
研修成果取りまとめの補佐 - 1.0
先行事例における維持管理活動のレビュー 3.0 -
研修内容の検討・研修資料作成 3.0 -
研修の実施 2.0 -
研修成果取りまとめ 1.0 -
先行事例における維持管理活動資料収集・提供 - 2.0
フォローアップ研修 - 2.0
研修補佐 - 2.0
研修成果の取りまとめ補佐 - 1.0
現況広域水管理のレビュー 3.0 -
広域水管理研修資料作成 3.0 -
研修実施 2.0 -
研修成果取りまとめ 1.0 -
広域水管理に関する情報の提供 - 2.0
研修補佐 - 2.0
フォローアップ研修 - 2.0
研修成果の取りまとめ補佐 - 1.0
モニタリング項目の検討及び様式作成 3.0 -
研修資料の作成 3.0 -
研修の実施 2.0 -
研修成果取りまとめ 1.0 -
先行事例収集及び提供 - 2.0
研修補佐 - 2.0
フォローアップ研修 - 2.0
研修成果の取りまとめ補佐 - 1.0
先行水計算事例収集及びレビュー 2.0 -
水計算及びポンプ運転時間算定式の検討 3.0 -
PC利用による水計算研修実施 3.0 -
研修補佐 - 3.0
フォローアップ研修 - 3.0
研修とりまとめ補佐 - 1.0
既存資料の収集、検討 2.0 -
研修資料作成 3.0 -
研修実施 2.0 -
研修成果取りまとめ 1.0 -
既存水配分規定の収集及び提供 - 2.0
研修補佐 - 2.0
研修成果取りまとめの補佐 - 1.0
既存資料の収集、検討 2.0 -
ポンプ設置時に使用されたマニュアルに基づくOMの徹底
指導

2.0 -
研修実施 2.0 -
研修成果取りまとめ 1.0 -
ポンプ運転情報の提供 - 2.0
フォローアップ研修 - 2.0
研修成果取りまとめの補佐 - 1.0

90.0 67.0

2.1灌漑施
設維持管理
及び水管理

(2)
灌漑施設インベントリー表の作
成・管理方法

WUO役員・Water Manager、Cooperative役員、
WUOメンバー代表、郡灌漑運営委員、郡・セ
クターAgronomist

邦人専門家

ローカルリソース

(1) 本プロジェクトで整備する灌漑
施設の内容概説

WUO役員・Water Manager、Cooperative役員、
WUOメンバー代表、郡灌漑運営委員、郡・セ
クターAgronomist

邦人専門家

ローカルリソース

(4)
ポンプ運転記録の策定方法

WUO役員・Water Manager、Cooperative役員、
WUOメンバー代表、郡灌漑運営委員、郡・セ
クターAgronomist

邦人専門家

ローカルリソース

(3)
WUOおよびCooperative関連法規の
理解

WUO役員・Cooperative役員、WUOメンバー代
表、郡灌漑運営委員、郡・セクターAgronomist

邦人専門家

ローカルリソース

(6)年間維持管理活動計画の策定
WUO役員・Water Manager、Cooperative役員、
WUOメンバー代表、郡灌漑運営委員、郡・セ
クターAgronomist

邦人専門家

ローカルリソース

(5)
Water Managerなど施設・機器操作
者への能力強化

WUO役員・Water Manager、Cooperative役員、
WUOメンバー代表

邦人専門家

ローカルリソース

(8)
年間維持管理活動のモニタリング
及びフィードバック方法の習得

WUO役員・Water Manager、Cooperative役員、
WUOメンバー代表、郡灌漑運営委員、郡・セ
クターAgronomist

邦人専門家

ローカルリソース

(7)
広域的水管理に関わる研修

WUO役員・Water Manager、Cooperative役員、
WUOメンバー代表、郡灌漑運営委員、郡・セ
クターAgronomist

邦人専門家

ローカルリソース

WUO役員・Water Manager、Cooperative役員、
WUOメンバー代表、郡灌漑運営委員、郡・セ
クターAgronomist

邦人専門家

ローカルリソース

(9)
パソコン利用による水計算研修

WUO役員・Water Manager、Cooperative役員、
WUOメンバー代表

邦人専門家

ローカルリソース

(10)
公平な水配分

(11)
ポンプの操作・維持管理

WUO役員・Water Manager、Cooperative役員、
WUOメンバー代表、郡灌漑運営委員、郡・セ
クターAgronomist

邦人専門家

ローカルリソース

灌漑施設維持管理及び水管理
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表 6.2 ソフトコンポーネント実施リソース及び業務内容（4/5） 

 

 

 

現地サイト視察 9.0 -
NAEB, RAB,郡、セクターAgronomistとの協議 5.0 -
既存栽培マニュアルなど資料収集・検討 5.0 -

高収量を実現する技術研修資料：土壌づくりから収穫ま
での技術ポイント研修資料作成 3.0 -

研修実施 4.0 -

NAEB, RAB等による既存栽培マニュアルの収集・提供 - 4.0

研修補佐 - 3.0
フォローアップ研修の実施 - 9.0

邦人専門家 塩水選研修準備・実施 5.0 -
塩水選研修実技補佐 5.0
フォローアップ研修 - 9.0
在来育苗法と省力育苗対比資料作成 5.0 -
省力育苗法実技研修実施 5.0 -
省力育苗法研修補佐 - 5.0
フォローアップ研修実施 - 9.0

邦人専門家 適正植栽間隔研修実施 5.0 -
適正植栽間隔実施補佐 - 5.0
フォローアップ研修 - 9.0

邦人専門家 均平・畦ぬり作業研修実施 7.0 -
均平・畦ぬり作業研修実施補佐 - 6.0
フォローアップ研修 - 10.0
適正投入資料作成 5.0 -
有機肥料作りマニュアル作成及び実技研修 7.0 -
適正投入研修実施 5.0 -
適正投入研修補佐 - 5.0
フォローアップ研修 - 10.0

邦人専門家 生育に応じた湛水深管理研修実施および水田視察 5.0
上記補佐 - 5.0
フォローアップ研修 - 9.0

邦人専門家 乾燥・脱穀・計量・貯蔵に係る研修 5.0 -
上記の実施補佐 - 5.0
フォローアップ研修 - 8.0

邦人専門家 先行地区スタディーツアー実施 5.0 -
上記の補佐 - 5.0
フォローアップ研修 - 9.0

邦人専門家 研修結果取りまとめ 5.0 -
ローカルリソース 研修結果取りまとめ補佐 - 4.0

90.0 134.0

(6)適正投入量

(7)生育に応じた湛水深管理

(10)研修結果取りまとめ

(9)スタディーツアー

(8)収穫後処理技術

(4)植栽間隔

(5)均平・畦ぬり技術

邦人専門家

ローカルリソース

ローカルリソース
(2)塩水栓による種籾選定

WUO・Cooperativeメンバー代表、
WUO役員・Cooperative役員、郡灌漑運営委
員、郡・セクターAgronomist

WUO・Cooperativeメンバー代表、
WUO役員・Cooperative役員、郡灌漑運営委
員、郡・セクターAgronomist

(1)高収量を実現する技術ポイント

(3)省力的育苗法

ローカルリソース

邦人専門家

ローカルリソース

WUO・Cooperativeメンバー代表、
WUO役員・Cooperative役員、郡灌漑運営委
員、郡・セクターAgronomist

ローカルリソース

ローカルリソース

ローカルリソース

ローカルリソース

WUO・Cooperativeメンバー代表、
WUO役員・Cooperative役員、郡灌漑運営委
員、郡・セクターAgronomist

WUO・Cooperativeメンバー代表、
WUO役員・Cooperative役員、郡灌漑運営委
員、郡・セクターAgronomist
WUO・Cooperativeメンバー代表、
WUO役員・Cooperative役員、郡灌漑運営委
員、郡・セクターAgronomist

WUO・Cooperativeメンバー代表、
WUO役員・Cooperative役員、郡灌漑運営委
員、郡・セクターAgronomist

2.2 営農技
術向上支援
（水稲栽培
技術）

水稲栽培技術向上

ローカルリソース

-

WUO・Cooperativeメンバー代表、
WUO役員・Cooperative役員、郡灌漑運営委
員、郡・セクターAgronomist

WUO・Cooperativeメンバー代表、
WUO役員・Cooperative役員、郡灌漑運営委
員、郡・セクターAgronomist

邦人専門家
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表 6.2 ソフトコンポーネント実施リソース及び業務内容（5/5） 

 現地サイト視察 9.0 -
NAEB, RAB,郡、セクターAgronomistとの協議 9.0 -
既存栽培マニュアルなど資料収集・検討 3.0 -
高収量を実現する技術研修資料：土壌づくりから収穫ま
での技術ポイント研修資料作成 7.0 -

高収量を実現する技術研修実施 4.0 -

NAEB, RAB等による既存栽培マニュアルの収集・提供 - 2.0

研修補佐 - 4.0
フォローアップ研修 - 7.0

邦人専門家 ローテーション・間作技術理論研修および圃場研修 3.0 -

ローカルリソース 上記に係る補佐 - 3.0

邦人専門家 適正投入量理論研修および圃場における作物別研修 3.0 -

ローカルリソース 上記に係る補佐 - 7.0

邦人専門家 植栽間隔理論研修および圃場における作物別研修 3.0

研修補佐

フォローアップ研修 - 7.0

邦人専門家 圃場における水田灌漑及びホース灌漑実技研修 3.0 -

ローカルリソース 上記に係る補佐 - 3.0

邦人専門家 マルチング技術理論研修および圃場における実技研修 3.0 -

ローカルリソース 上記に係る補佐 - 3.0

邦人専門家 土壌流亡・ウォーターハーベスティング技術理論研修お
よび圃場における実技研修 4.0 -

研修補佐
フォローアップ研修 - 5.0
有機肥料作りマニュアル作成 5.0 -
有機肥料作り実技研修 15.0 -
上記に係る補佐 - 7.0
フォローアップ研修 - 7.0
生産と市場価格の季節変動、市場により異なる価格、地
方市場情報の収集・検討 6.0 -

研修実施 3.0 -
ローカルリソース 上記に係る補佐 - 3.0

邦人専門家 スタディーツアー実施 5.0 -

ローカルリソース 上記の補佐 - 5.0

邦人専門家 研修結果取りまとめ 5.0 -
ローカルリソース 研修結果取りまとめ補佐 - 3.0

90.0 66.0

270.0日 267.0日

サイト調査 4.0 -
湛水試験マニュアルの作成 10.0 -
埋設機器の設置 3.0 -
研修資料作成 4.0 -
研修実施 2.0 -
データ解析 4.0 -
研修成果取りまとめ 3.0 -
サイト調査補佐 - 3.0
既存資料の収集・提供およびマニュアル作成補佐 - 7.0
機器設置の補佐 - 2.0
研修補佐 - 2.0
貯水データ記録の補佐 - 3.0
データ解析実務 - 3.0
研修成果取りまとめの補佐 - 2.0

30.0日 22.0日

390.0日 396.0日

全体集計

邦人 ローカル

1.水利組織設立、運営能力強化支援(邦人1名、ローカル1
名対応)

90.0日 107.0日

2.灌漑施設維持管理および水管理・営農技術支援(邦人1
名、ローカル1名対応)

270.0日 267.0日

3.貯水池湛水試験支援(邦人1名、ローカル1名対応） 30.0日 22.0日
現地活動合計 390.0日 396.0日

(13.0MM) (18.0MM)
※ローカルリソースの現地稼動率(1/(22日/30日))= 1.36

(9)市場・流通情報

(10)スタディーツアー

(11)研修結果とりまとめ

2.3 営農技
術向上支援
（園芸栽培
技術）

(8)有機肥料・クンタン作り技術

(3)適正投入量

(4)植栽間隔

(7)土壌流亡防止・ウォーターハー
ベスティング技術

(1)高収量を実現する技術ポイント

Task Force on Irrigation & Mechanization、WUO
役員・Water Manager、メンバー代表、郡灌漑

運営委員、郡・セクターAgronomist

ローカルリソース

WUO・Cooperativeメンバー代表、
WUO役員・Cooperative役員、郡灌漑運営委
員、郡・セクターAgronomist

邦人専門家

ローカルリソース

ローカルリソース

WUO・Cooperativeメンバー代表、
WUO役員・Cooperative役員、郡灌漑運営委
員、郡・セクターAgronomist

専門家

ローカルリソース

ローカルリソース

邦人専門家

WUO・Cooperativeメンバー代表、
WUO役員・Cooperative役員、郡灌漑運営委
員、郡・セクターAgronomist

WUO・Cooperativeメンバー代表、
WUO役員・Cooperative役員、郡灌漑運営委
員、郡・セクターAgronomist

現地活動

WUO・Cooperativeメンバー代表、
WUO役員・Cooperative役員、郡灌漑運営委
員、郡・セクターAgronomist

-

合計

邦人専門家

小計　：　3.貯水池湛水試験支援(邦人1名, C/P1名)

3．貯水池
湛水試験支
援

(1)
湛水試験技術研修

園芸栽培技術向上

WUO・Cooperativeメンバー代表、
WUO役員・Cooperative役員、郡灌漑運営委
員、郡・セクターAgronomist

WUO・Cooperativeメンバー代表、
WUO役員・Cooperative役員、郡灌漑運営委
員、郡・セクターAgronomist

WUO・Cooperativeメンバー代表、
WUO役員・Cooperative役員、郡灌漑運営委
員、郡・セクターAgronomist

(2)ローテーション・間作技術

WUO・Cooperativeメンバー代表、
WUO役員・Cooperative役員、郡灌漑運営委
員、郡・セクターAgronomist

邦人専門家

WUO・Cooperativeメンバー代表、
WUO役員・Cooperative役員、郡灌漑運営委
員、郡・セクターAgronomist

(5)灌漑

(6)マルチング技術

小計：2.1 灌漑施設維持管理および水管理（邦人1名、ローカル1名）、2.2稲作技術支援（邦人1名、ローカル1名）、2.3 園芸(邦人1名、ローカル1名)
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7. ソフトコンポーネントの実施工程 

ソフトコンポーネントに関わる活動は以下の実施工程に示すように 2015年 5月上旬の工事開始
直後に想定されるWUOs Supporting Unitによる研修（Mobilization活動から始まる）に合わせて開
始する予定である。灌漑施設の維持管理・水管理研修は、建設工事後半に予定し、研修が実際に
建設された施設を見ながら、試用・使用しながら行えるように計画する。 

従って、ソフトコンポーネントは、①-1『WUO設立・運営能力強化支援』から開始し、次いで
②-2 および②-3『栽培技術支援（畑作園芸、稲）』、①-2『内水面漁業』を実施し、その後、②-1

『灌漑施設維持管理・水管理技術支援』、および③『湛水試験技術支援』を行うこととする。これ
らソフトコンポーネントは工事が完工する以前に終了する計画とする。ソフトコンポーネント及
び本体工事の工程計画を下記に示す。 

表 7.1 ソフトコンポーネント実施工程（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（備考）1) WUO：Water Users Organization Supporting Unit, MINAGRI、2) 青：日本人専門家、黄：ローカル専門家 

8. ソフトコンポーネントの成果品 

ソフトコンポーネントの成果品として、1) ソフトコンポーネント完了報告書、2) WUO運営能
力強化マニュアル、3) 灌漑施設維持管理・水管理強化マニュアル、4) 畑作・水稲栽培マニュアル、
5) 湛水試験マニュアルおよび 6) 内水面漁業マニュアルを取りまとめる。また、研修で実施した
Postテスト結果などを添付する。これらを「ル｣国政府及び JICAへ提出する。 

9. ソフトコンポーネントの概略事業費 

ソフトコンポーネントの概算事業費は以下のとおりである。 

項目 事業費（千円） 
1 直接人件費 10,114 
2 直接経費 19,469 
3 間接費 12,945 

工程 1 2 3 4 5 6 7 8 10 11 12 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

詳細設計、入札、契約など

施設建設期間

水利組合(WUO)設立準備開始

WSUによるWUO設立初期支援

水利組合(WUO)設立

プロジェクトによるソフトコン実施

施設建設完了

貯水池湛水試験

灌漑施設の供用開始

9 13

①-1：WUO設立・運営能力強化支援

①-2：内水面漁業

②-1：灌漑施設維持管理及び水管理・営農技術支援

②-2：栽培技術向上支援（水稲）

②-3：栽培技術向上支援（園芸）

③：湛水試験実施支援



A5-30 

項目 事業費（千円） 
合計 42,528 

 

10. 相手国実施機関の責務 

10.1 相手国政府・実施機関や地域住民の責務となる継続的な取り組み 

年により変動する降雨量の条件のもとで安定した農業生産に灌漑は不可欠である。プロジェク
トサイトでは零細ではあるが多くの農家が農業に依存しながら生計を立てている。このため灌漑
サービスは彼らの生活を支えるとともに地域及び国の食糧安全保障を確保するために持続的かつ
永続的である必要がある。 

実施機関である WUO は、本協力対象事業で整備された灌漑施設を利用して受益農家が求める
質が高い灌漑サービスを提供することによって水利費を徴収し、WUOを持続的に運営するととも
に灌漑施設を役割分担に従って維持管理することが求められる。また、受益農家は灌漑により生
産性を上げ、WUOへ水利費を着実に納付するとともに水路の浚渫・除草など定期的に実施するこ
とが求められる。 

MINAGRIのWUOs Supporting Unitおよび郡灌漑運営委員会はWUOの運営が健全に行われ、施
設が持続的に維持管理・運用されるよう技術的および財務管理面などから定期的に指導・監理・
監査することが求められる。 

これら維持管理・運営に関わる関係機関がそれぞれの責務を果たして初めて上流から末端圃場

までスムーズにかつ持続的に灌漑サービスが行われることになる。 

10.2 実施の可能性 

｢ル｣国政府はその政策の中で、MINAGRIを主導機関として LWH計画のもとに約 100ヵ所の貯
水池を建設し、10,000ha の灌漑開発を推進している。本プロジェクトはその一環を担うもので、
政策的にも緊急性は高い。本プロジェクト以外に Nyanza23のような先行プロジェクトが建設施工
中であること、WUOが各地に設立されていることなどから判断して、実施の可能性は極めて高い
といえる。そのことは、MINAGRIの内部にWUOの設立を支援するWUOs Supporting Unitが設置
されていること、WUO に係る By-law が策定されていることからもうかがえる。サイトにある
Kigarama Rice Farmers Cooperativeの組合長がWUOの設立に向けて委員の選定作業に入るとして
いることは、現場レベルでも事業実施に向けての活動が始まりつつあることを示している。しか
し、2013年 11月現在サイトにWUOはまだなく、その設立・運営能力強化に支援を必要としてい
る。 

10.3 想定される阻害要因 

(1) WUOの一本化 

『ひとつの Marshlandにひとつの WUO』の原則に則り、プロジェクトサイトには一つの WUO

を設立することが望まれる。本プロジェクトの受益者は畑作農家および水田農家からなる。WUO

が複数になると一つの水源からの水配分が複雑になり、利害が絡まって WUO 本来の機能を妨げ
かねない。 

MINAGRIのWUOs Supporting UnitによるWUO設立に向けてのMobilization研修・指導の段階
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から、サイトではWUO一本化を実現するため Kigarama Rice Farmers Cooperativeメンバー（彼等
はWUOのメンバーとなる）との間で一本化について十分な協議が行われ、JICAによるソフトコ
ンポーネント実施の時点ではWUO一本化が確定していることが望まれる。 

(2) 水利費 

受益者は水田農家、ポンプ灌漑畑作農家、重力灌漑畑作農家に分かれる。水田及び畑作の重力
灌漑受益地はポンプを使用しないため維持管理費は少なくて済む。一方、ポンプ灌漑畑作受益地
は電気代がかかり維持管理費は高くなる。灌漑条件の違いによって複数の水利費が設定されるこ
とはメンバー間の利害が絡み、WUOの運営上望ましくない。 

従ってひとつの WUO の内部では水田及び畑地で一律の水利費とすることが理想的である。水
利費およびその負担方法について上記(1)と同様にWUOs Supporting Unitおよび郡灌漑運営委員会
(DISC)の指導のもとに一律の水利費および負担方法、徴収方法について十分な協議が行われ、JICA

のソフトコンポーネントが開始される以前に確定していることが望まれる。 

10.4 阻害された時にとるべき必要な措置等 

WUOの一本化および水利費の一律化について合意が形成されない場合は、合意形成に至るまで
MINAGRIのWUOs Supporting Unitおよび郡灌漑運営委員会の指導が求められる。 

水利費はWUOの運営及び施設の維持管理のための唯一の資金ソースである。WUOは充実した
灌漑サービス、すなわち受益農家の要望に応じた適期・適量灌漑を行うことにより水田農家およ
び畑作農家からも確実に水利費を徴収することができる。 

しかし、先行プロジェクトにみられるように現実に WUO は多かれ少なかれ水利費徴収にまつ
わる問題を抱えている。郡灌漑運営委員会は WUO を財政面および技術面から支える役割を負っ
ている。定期的にWUOの運営状況を調査・監査することにより、WUOが本来の活動を持続的に
行えるようMINAGRIのWUOs Supporting Unitと連携しながら指導し、隣接する中国ダムのWUO

のように機能不全に陥るまえに必要な措置を講じることが求められる。 
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